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生 年 月 日：昭和４６年６月１６日







































生 年 月 日：昭和２３年３月７日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学科
所 属：小倉診療所（泌尿器科）































あら せ とも こ
氏 名：荒瀬友子
生 年 月 日：昭和２４年３月２２日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学科
所 属：近藤内科病院緩和ケア
研 究 内 容：「ホスピス徳島」に
おける癌患者の傍腫
瘍性神経症候群の発
生頻度とその臨床的
意義
受賞にあたり：
この度は第１２回徳島医学会賞に選んでいただきありが
とうございます。平成１４年４月に徳島ではじめての緩和
ケア病棟，「ホスピス徳島」が開設され，２年になろう
としています。癌患者の終末期の症状緩和，緩和ケアを
行う臨床の現場で多くの方の苦しみをみるうち，下半身
麻痺になる患者が意外と多いことに気づかされました。
また，意識障害の変動や著しい躁状態の持続などの原因
不明の精神症状をきたすものもあり，ホスピスにおける
精神神経症状は痛みと同様に QOLを下げる大きな因子
であることがわかりました。中には明らかな脳転移，脊
椎転移なしに両側下肢麻痺をきたす場合もあり，なぜな
のか疑問を持ち原因を探すうちに傍腫瘍性神経症候群が
浮かんできたわけです。
この症候群は腫瘍による抗神経抗体の産生によってさ
まざまの精神神経症状を呈するもので，むしろ悪性腫瘍
の初発症状として注目されていて，本邦では末期癌患者
における報告はまだありません。最近の欧米の報告では
その頻度は癌全体の約１％といわれています。診断は，
原因となる神経系への癌転移なしに神経症状を呈するも
ので抗神経抗体が血清中に証明されたものとしました。
その結果，２００２．１．１～２００３．７．３０に当院に入院した末
期癌症例１２０名中，１名に既に同定されている抗 Hu抗
体，抗 VGCC抗体が認められ，まだ同定されていない
抗体が３名に認められました。計４名に抗神経抗体が見
つかり，末期癌患者が多く集まるホスピスでは高率に傍
腫瘍性神経症候群がみられることがわかりました。
今後，より詳細な臨床検討と抗神経抗体の検索が進め
ばホスピス病棟での末期癌患者でさらに多くの症例が傍
腫瘍性神経症候群と診断されることが考えられます。有
効な治療方法はまだ見つかっていませんが，早く治療方
法が開発されて終末期患者の苦痛が少しでも緩和できる
ことを願っています。
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